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「虐待体験を考える患者の対人信頼感
と愛着のタイプについて」

大野 京介
（大野クリニック 院長）

抄 録

精神科外来において、幼、小児期の虐待体験を訴える患者に遭遇することは少なくはない。
この体験は、成人してからも対人関係のあり方に大きな影響を及ぼしている。今回、この
患者群に対し対人信頼感尺度とアダルト・アタッチメント尺度を用い、対人信頼感と愛着
のタイプについて検討したので報告する。

日本外来臨床精神医学 vol.18(2020)



日本外来臨床精神医学 vol.18

虐待体験を訴える患者の
対人信頼感と愛着のタイプについて

第20回日本外来臨床精神医学会
令和2年2月16日

大野クリニック 大野 京介

はじめに

幼小児期の虐待体験を有する患者は、治療に抵抗し回復過
程が遷延化する症例が多いように思われる。今回、幼小児
期の虐待体験を有する群と有しない群について、対人関係
ネットワークの基盤となる愛着のタイプと対人信頼感を比較し、
レジリエンスについて検討したので報告する。

被虐待群は児童相談所に通報された症例もあるが、ほとん
どは、診察の中で患者自ら体験を訴えた症例である。尚、統
計の結果は症例が特定されないように配慮した。

患者背景（その１）
虐待体験あり 虐待体験なし

人数（総数） ４４名 ６３名

男性 １７名 ３３名

女性 ２７名 ３０名

平均年齢（総数） ３２±９才 ４１±１４才

男性 ３５±７才 ４１±１５才

女性 ３０±９才 ４１±１３才

平均年齢（全体） 男性 ３８±１３才

女性 ３６±１２才

うつ病（抑うつ状態）(F3群)
自己評価尺度（CES－D）４１±９(n=28) ３７±１１(n=28)  (p＞０．０５)

患者背景（その２）主病名
虐待体験あり（ｎ＝４４） 虐待体験なし（ｎ＝６３）

Ｆ１． １ ２

Ｆ２． ４ ０

Ｆ３． ２９ ３６

（内訳） うつ病 2８名 33名
双極性障害1名 3名

Ｆ４． ８ ２２

（内訳）不安障害（パニック障害等）６名 17名
適応障害2名 ５名

Ｆ５ １ ２

Ｆ９ １ １
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被虐待体験者の虐待の種類（重複あり）

１、身体的虐待 ３０％ （ｎ＝１６）

２、ネグレクト ４２％ （ｎ＝２２）

３、心理的虐待 ２６％ （ｎ＝１４）

４、性的虐待 ２％ （ｎ＝１）

アダルト・アタッチメント尺度（ヘイザンとシェイバー）
安定型 他人と比較的容易に親しくなれる。その人を頼ったり頼られたりす

る。見捨てられることや、逆にあまりにも親しくしてくる人にもほとん

ど心配しない。

回避型 他人と親しくなるのは重荷である。他人を心から信頼できないし、

頼ることもできない。誰かがあまりにも近づくとイライラする。

（DSM-5、反応性愛着障害）

アンビバレント型 他人は嫌々ながら親しくしてくれている。

他の人と完全に一体になりたいと思うが、

ときに他人を遠ざけてしまう。

（DSM-5、脱抑制型対人交流障害）

対人信頼感尺度（堀井・槌谷）
人間一般に対する基本的な信頼感。
他人や集団の言葉、約束、口頭や文章の陳述をあてにすることが出来る
一般的な期待。１から１７問あり、５段階で評価。

１、人は、基本的に正直である

２、人は、頼りにする人がわずかしかいない

３、人は、多少良くないことをやっても自分の利益を得ようとする

４、人は、他の人の親切に下心を感じ、気をつけている

５、人は、ふつう清く正しく生きる

６、人は、成功するためにうそをつく

７、人は、近ごろ誰も知らないところで多くの罪を犯している

８、人は、ほかの人と誠実に関わっている

９、人は、誰かに利用されないかと思い、気をつけている

１０、人は、誰かを信用しない方が安全であると思っている

１１、人は、ほかの人に対して、信用してもよいということが
はっきりわかるまで、用心深くしている

１２、人は、口先ではうまいことを言っても、結局は自分の幸
せに一番関心がある

１３、人は、ほかの人を援助することを内心ではいやがって
いる
１４、人は、自分がするといったことは実行する
１５、人は、チャンスがあれば税金をごまかす

１６、人は、他人の権利を認めるよりも、自分の権利を主張
する
１７、人は、やっかいな目にあわないために、うそをつく
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まとめ

１、愛着のタイプは、虐待体験あり群は、なし群や一般成人に比べ、アンビ
バレント型、回避型が多い傾向にあり、特に安定型は無であった。

２、対人信頼度は、虐待体験あり群は、なし群や一般成人に比べて優位に
低い結果であった。

３、回避型の対人信頼度は、虐待あり群となし群で比較してもほとんど差は、
みとめられなかった。

４、アンビバレント型の対人信頼度は、虐待体験あり群が、なし群に比べ、
低い傾向が見られたが有意な差はみとめられなかった。

５、レジリエンス検査は、虐待体験あり群は、なし群や一般成人に比べ低い
傾向が見られた。

結論

被虐待群の愛着タイプは、アンビバレント型、回避型
の割合を多く認めた。これらの型は安定した対人関係
を築きにくく、また被虐待群は対人信頼度が低いため、
対人不信に陥りやすいことが考えられる。このことが、
対人関係のネットワークを狭め、すなわちレジリエンス
の形成を弱め、回復過程を遅らせる一因になっている
と考えられる。
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ご清聴ありがとうございました


